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さる 3月 12日、柿野成美さん（法

政大学大学院政策創造研究科准教授・公

益財団法人消費者教育支援センター理事 

首席主任研究員）より SDGｓ【目標 12:

つくる責任 つかう責任】達成に

向け、私たちにできることについ

てもったいない編  買い物編   

社会参画編 に分けて分かりやすくお話いただきま

した。 
 

もったいない編 

【SDGｓ目標 12】達成に向けて私たちが取り組む第

一歩は「エシカル消費：人や社会、地域、環境に配

慮した消費行動」を実践することです。まず身近な

問題に食品ロスがあります。食べられるのに捨てら

れてしまう食品です。年々減ってきてはいますが、

まだ日本の食品ロス量は 522万トン（2020 年）で、全

国民が毎日茶碗１杯のご飯（113g）を捨てている計

算になります。くらしの中で食品ロスを出さないよ

う工夫しましょう。 
  

買い物編 

 誰かの犠牲によって作られた商品を買いますか？ 

【事例Ⅰ】気軽に使い捨てられているファストファ

ッションですが、労働者の手間賃は服の定価の 0.6%

にすぎず、低賃金で長時間働かざるを得ない状況が

あります。 

【事例Ⅱ】様々なチョコレート菓子にも児童労働と

いう問題が隠れています。カカオ豆の生産に安い労

働力として 18歳未満の児童が危険・有害な環境の中

で働いています。 

【事例Ⅲ】あなたはどんな基準で卵を買っています

か？日本の養鶏場は、92%がバタリーゲージとよばれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る生産効率のみ優先したゲージに詰め込んだ飼育様 

式が取られています。鶏は卵を産む機械ではありま 

せん。砂場、止まり木、動き回るスペースの確保な

どストレスや苦痛の少ない飼 

育が必要なのです。海外では 

ゲージ卵の売買禁止を定めて 

いるところもあります。 

これらの事例Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは、 

前述のエシカル消費とは相反するものです。エシカ

ルファッション、フェアトレード商品、動物福祉に

配慮した商品は「安い」価格では買えないことを理

解すべきです。 
 

社会参画編 

フェアトレード商品を探しても商品がない現実があ

ります。消費者としての責任(役割)“つかう責任”

を自覚し、置いてほしいというあなたの声を企業に

届けましょう。そしてフェアトレード商品を売って

いるお店を増やし、それを買う仲間を増やしましょ

う。 

＊  ＊  ＊  ＊ 

この講演会に中学生の方が参加くださいました。

学校で学び興味を持ったとのこと、とてもうれしか

ったです。2022 年の各国 SDGｓ達成状況の報告で、

日本は 19 位と順位を下げ、「つくる責任、つかう責

任」は最低評価に転落しています。まだ着られる服

を捨て食品ロスを出すことに危機感はありません。

気候変動の問題は毎年のように起きる災害から感じ

ていますし、それに伴う食料難問題も推察は容易で

す。それなのに多くの人が飢餓に苦しむことはない

と思い込んでいます。緊急事態という危機感を持ち

「自分は何ならできるのか」を考え、一つずつ進め

ていこう！声を上げていこう！と思います。 

              （文責 広報部） 




